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大学院国際交流委員会報告書, 26-29 (2013). 

 

126. 中川公一「自己紹介」 日本油化学会オレオマテリアル部会 メールマガジン第 29 号, p.13 (2012). 

 

127. 中川公一、松本謙一郎、“重粒子線照射によるスクロースのラジカルの ESR と ESR イメージング検

討,” 平成 22 年度 放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究報告書 (II. 物理・

工学), 175-176 (2011). 

 

128. 中川公一, 安西和紀, “重粒子線照射で生ずる L-アラニンとスクロースのスラジカルの ESR による

研究,” 平成 21 年度 放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究報告書 (II. 物

理・工学), 317-319 (2010). 

 

129. 中川公一, 安西和紀, “重粒子線照射で生ずるL--アラニンとスクロースのスラジカルのESRによる

研究,” 平成 20 年度 放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究報告書 (II. 物

理・工学), 317-319 (2009). 

 

130. 中川 公一, “非侵襲的 ESR スピンプローブ法による皮膚角層脂質の状態評価,” 日本学術振興会 科

学研究費補助金 基盤研究(C) 研究成果報告書 (2008). 

 

131. 中川公一, 安西和紀, “重粒子線照射で生ずる L--アラニンとスクロースのスラジカルの ESR による
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研究,” 平成 19 年度 放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究報告書 (II. 物

理・工学), 292-294 (2008). 

 

132. 中川 公一, 佐藤幸夫, 伊古田暢夫 “重粒子線照射で生ずる L--アラニンとスクロースのスラジカル

の ESR による研究,” 平成 18 年度 放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究

報告書 (II. 物理・工学), 235-237 (2007). 

 

133. 中川 公一, 佐藤幸夫, 伊古田暢夫, “重粒子(C、Si、Ne、Ar)イオン線照射で生ずるスクロースと L--

アラニンのスラジカルの ESR による詳細解析,”イオンビーム誘起放射線化学研究会, 40-43 (2006). 

 

134. 中川 公一, 佐藤幸夫, “重粒子線照射で生ずる L--アラニンとスクロースのスラジカルの ESR によ

る研究,” 平成 17 年度 放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究報告書 (II. 

物理・工学), 261-263 (2006). 

 

135. 中川 公一, 佐藤幸夫, “重粒子線照射で生ずる L--アラニンとスクロースのスラジカルの ESR によ

る研究,” 平成 16 年度 放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究報告書, 

261-263 (2005). 

 

136. 中川 公一, 佐藤幸夫, "高エネルギー粒子線で生ずるスクロースラジカル生成の断面積を検討," 放

医研ニュース, Vol. 93(8), 6 (2004). 

 

137. 中川 公一, 佐藤幸夫, “スクロースラジカル生成における重粒子線照射の効果,” 平成 15 年度独立行

政法人放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究報告書, 294-296 (2004). 

 

138. 中川 公一, 佐藤幸夫, “スクロースラジカル生成における重粒子線照射の効果,” 平成 14 年度文部科

学省放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究報告書, 332-334 (2003). 

 

139. 中川 公一, 佐藤幸夫, “スクロースラジカル生成における重粒子線照射の効果,” 平成 13 年度文部科

学省放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究報告書, 441-445 (2002). 

 

140. 中川 公一, “ミセル捕捉反応環境場におけるキノン化合物による電子捕捉に関する研究,” 文部省 科

学研究費補助金 基盤研究(C)(2) 研究成果報告書 (2001). 

 

141. 中川 公一, 岩泉正基, 西尾貞治, 村上健, 佐藤幸夫, 古澤佳也, “重粒子線照射のアスコルビン酸(ビ

タミン C)への影響,” 平成 9 年度科学技術庁放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利

用研究報告書, 441-445 (1998). 

 

142. 中川 公一, 岩泉正基, 佐野睦, 村上健, 古澤佳也, “重粒子線照射のアスコルビン酸(ビタミン C)への

影響,” 平成 8 年度科学技術庁放射線医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究報告書, 

221-222 (1997). 

 

143. 中川 公一, “脳脊髄液中のアスコルビン酸の抗酸化と酸化効果における実験及び理論的アプローチ

に関する研究,” 財団法人福島県医学振興会 研究補助金 研究成果報告書 (1997). 
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144. 中川 公一, “ドイツ ゲッチンゲン大学 短期留学記,” 福島医学雑誌, 第 46 巻, 第 3 号, 249-250 

(1996). 

 

145. 塩谷優, 八尋秀典, 坂垣吉光, 中井敏浩, 峰岸敦子, 土橋宣昭, 中川公一, 村上健, 古澤佳也, 金井達

明, “重粒子線の照射初期過程における時間分解 ESR イメージングによる研究,” 平成 7 年度放射線

医学総合研究所 重粒子線がん治療装置等共同利用研究報告書, 143-144 (1996). 

 

146. 中川 公一, “第 14 回 国際 EPR シンポジウム,” 化学と工業, 第 45 巻, 第 4 号, 779-801 (1992). 

 

147. 中川 公一, “デンバー大学 化学科 Eaton グループ,” 化学と工業, 第45巻, 第3号, 471-473 (1992). 
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Papers Presented at  

Conferences and International Conferences (学会発表) 
 
2019 

1. K. Nakagawa, S. Minakawa, and D. Sawamura, “Investigation of basal cell carcinoma using electron 

paramagnetic resonance”, The 10th International Conference on Nutrition and Physical Activity on Aging, 

Obesity and Cancer (NAPA), December 18–20, 2019; Burapha University, Chonburi, Thailand, 2019 poster 

12/19 

2. 中川公一、皆川智子、澤村大輔：電子スピン共鳴法による基底細胞がんの研究、第 58 回電子スピ

ンサイエンス学会年会，第 58 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集、pp. 84-85, 2019. 神奈

川県、川崎市、川崎市コンベンションホール、11/9 口頭 

3. 中川公一: 色素性植物種子の内因性ラジカルに関する研究、第 58 回電子スピンサイエンス学会年

会，第 58 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集、pp. 196-197, 11/09～11, 2019. 神奈川県、

川崎市、川崎市コンベンションホール ポスター 

4. 中川公一:  色素性種子の ESR イメージング法による画像分析令和元年度 化学系学協会東北大会、

(発表 16 日) 9/16-17 (9/16)、2019. 要旨集 p. 97, Poster, 山形大学白川キャンパス（山形県、山形市） 

5. 中川公一、皆川智子、澤村大輔：ESR イメージング法を用いた皮膚の画像構造解析、日本油化学会

第 58 回年会，日本油化学会第 58 回年会講演要旨集, p. 231, 9/24～9/26, 2019. 東京海洋大学品川キ

ャンパス、東京都、品川区 受賞講演 

6. 中川公一、皆川智子、澤村大輔： X-バンド ESR イメージング法による悪性黒色腫と母斑の識別、

日本油化学会第 58 回年会，日本油化学会第 58 回年会講演要旨集, p. 183, 9/24～9/26, 2019 ポスター 

東京海洋大学品川キャンパス、東京都、品川区 9/25 

7. 中川公一:  ESR イメージングによる色素性種子の研究、第 23 回ESR フォーラム研究会、要旨集 p. 

43, 7/20, 2019. (青森県、弘前市、弘前大学大学院保健学研究科) ポスター 

8. 中川公一、大庭裕範: 皮膚用誘電体共振器を用いた疾患皮膚の研究、第 23 回 ESR フォーラム研究

会、要旨集 p. 42, 7/20, 2019. (青森県、弘前市、弘前大学大学院保健学研究科) ポスター 

9. K. Nakagawa, S. Minakawa, and D. Sawamura, “2D EPR imaging investigation of skin diseases,” 1PM-4, p. 

4, The 6th Awaji International Workshop on Electron Spin Science and Technology: Biological and Material 

Science oriented Application (6th AWEST 2019) 6/16-19, 2019. Awaji Island, Hyogo, Japan. Oral 6/16 
Awaji Yumebutai International Conference Center Invited Lecture 

10. K. Nakagawa, “X-band Electron paramagnetic resonance imaging investigation of pigmented plant seeds,” 

2PM-17, p. 33, The 6th Awaji International Workshop on Electron Spin Science and Technology: Biological 

and Material Science oriented Application (6th AWEST 2019) 6/16-19, 2019. Awaji Island, Hyogo, Japan. 

Oral 6/17 Awaji Yumebutai International Conference Center  Oral 

11. 中川公一、皆川智子、澤村大輔：パラフィン包埋の悪性黒色腫と母斑の X-バンド EPR イメージン

グによる研究、第 72 回日本酸化ストレス学会学術集会，札幌，第 72 回日本酸化ストレス学会学術

集会プログラム・抄録集, p. 114, 6/27-28, 2019.（6/11）北海道立道民活動センターかでる 2・7（北

海道、札幌市）6/27 口頭 

12. 中川公一、サエンジン チャエレンポング：X-バンド EPR イメージング法による植物の色素性種子

の研究、第 72 回日本酸化ストレス学会学術集会，札幌，第 72 回日本酸化ストレス学会学術集会プ

ログラム・抄録集, p.160, 6/27-28, 2019.（6/11）北海道立道民活動センターかでる 2・7（北海道、札

幌市）6/28 ポスター 

13. K. Nakagawa, S. Minakawa, and D. Sawamura, “Skin Malignancy Investigated by X-band Electron 

Paramagnetic Resonance (EPR) Imaging,” The 9th Biennial Meeting of Society for Free Radical 

Research-Asia (SFRR-Asia) 2019, p. 84, April 4-7, 2019. Kyoto International Community House 京都市 
4/5  Oral  

14. K. Nakagawa, W. Yooin, and C. Saenjum, “Pigments in Thai Purple Rice Investigated by HPLC and EPR 

Imaging,”The 9th Biennial Meeting of Society for Free Radical Research-Asia (SFRR-Asia) 2019, p. 100, 

April 4-7, 2019. Kyoto International Community House 京都市 4/5 Poster  

 

2018 

15. K. Nakagawa, W. Yooin, and C. Saenjum, “Investigation of Pigments in Thai Purple Rice Using EPR and 

HPLC,”Third International Symposium on Rice Science in Global Health, November 29-30, 2018. Kyoto 
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city, 京都国際会館 Poster 11/29 

16. 中川公一、Chalermpong SAENJUM：色素性植物種子のラジカルに関する研究、第 57 回電子スピン

サイエンス学会年会，第 57 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集, p. 12～1, 11/01～3, 2018. 

Post 北海道大学学術交流会館 (札幌、北海道) ポスター 

17. 中川公一、皆川智子、澤村大輔：パラフィン包埋の悪性黒色腫と母斑に内在するラジカルの研究、

第 57 回電子スピンサイエンス学会年会，第 57 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集, p. 12

～1, 11/01～3, 2018. Post 北海道大学学術交流会館 (札幌、北海道)ポスター 

18. K. Nakagawa, S. Minakawa, and D. Sawamura, “Melanin Related Radicals in Skin Malignancy Investigated 

by X-band EPR Surface-type Dielectric Resonator,” Asia Pacific EPR/ESR Symposium (APES 2018), 

Brisbane, Australia, 9/23-9/27, 2018. 9/25 Invited talk (Brisbane, Australia) oral 

19. K. Nakagawa and C. Saenjum, “X-band EPR Imaging and HPLC Investigation of Pigments in Plant Seeds,” 

Asia Pacific EPR/ESR Symposium (APES 2018), Brisbane, Australia, 9/23-9/27, 2018. 9/25 Poster 

(Brisbane, Australia) poster 

20. 中川公一、皆川智子、澤村大輔：X バンド EPR イメージングによる悪性黒色腫と母斑に内在する

メラニンラジカルの特性化, 日本分析化学会第 67 回年会, プログラム集 p. 2,  9/12~9/14, 2018. 

(9/11) ポスター, 東北大学川内キャンパス (宮城県、仙台市) 

21. 中川公一、大庭裕範：新規 ESR 用誘電体共振器によるパラフィン包埋の悪性黒色腫の計測と解析, 

日本分析化学会第 67 回年会, プログラム集 p. 22, 9/12~9/14, 2018. (9/13) 東北大学川内キャンパス, 

口頭 (宮城県、仙台市) 

22. 中川公一、大庭裕範：メラノーマの診断簡便化に役立つ分析技術, 日本分析化学会第 67 回年会, 展

望とトピックス p. 28, 9/12~9/14, 2018. (9/13) 東北大学川内キャンパス (宮城県、仙台市) 

23. 中川公一、Chalermpong SAENJUM：X-バンド ESR イメージングと HPLC を用いた色素性植物種子

の研究，日本油化学会第 57回年会，日本油化学会第 57回年会講演要旨集, p. 231, 9/4～9/6, 2018.（9/5）

ポスター, 神戸学院大学（兵庫県、神戸市） 

24. 中川公一、皆川智子、澤村大輔：メラノーマと母斑の X バンド ESR イメージングによる識別化，

日本油化学会第 57 回年会，日本油化学会第 57 回年会講演要旨集, p. 101, 9/4～9/6, 2018.（9/4）口頭, 

神戸学院大学（兵庫県、神戸市）  

25. 中川公一、Chalermpong SAENJUM: 色素性種子の ESR イメージングと HPLC による研究、第 22 回

ESR フォーラム研究会、要旨集 p. 30, 7/21, 2018. (京都府京都市、同志社女子大学) 口頭 

26. 中川公一、大庭裕範: 新規 ESR 用誘電体共振器によるパラフィン包埋の悪性黒色腫の研究、第 22

回 ESR フォーラム研究会、要旨集 p. 53, 7/21, 2018. (京都府京都市、同志社女子大学) ポスター 

 

2017 
27. K. Nakagawa and H. Hara, “X-band EPR imaging investigation of sucrose radical induced by heavy-ion 

irradiation,” P-7, p. 57, The 5th Awaji International Workshop on Electron Spin Science and Technology: 

Biological and Material Science oriented Application (5th AWEST 2017) 6/18-21, 2017. Awaji Island, 

Hyogo, Japan. 6/18 Awaji Yumebutai International Conference Center, Poster 

28. K. Nakagawa, S. Minakawa, and D. Sawamura, “2D EPR imaging investigation of psoriasis vulgaris,” 

2AM-8, p. 11, The 5th Awaji International Workshop on Electron Spin Science and Technology: Biological 

and Material Science oriented Application (5th AWEST 2017) 6/18-21, 2017. Awaji Island, Hyogo, Japan. 

2AM 6/19 Awaji Yumebutai International Conference Center, Invited Lecture 

29. 中川公一「X-バンド ESR イメージングによるフリーラジカルの表面検出に関する研究」東北分析

化学功績賞、日本分析化学会東北支部、03/11, 2017. 東北大学理学部（宮城県、仙台市）受賞講演
03/11/17 

 

2016 

30. 中川公一、X-バンド ESR イメージングによる皮膚角層の研究、分子研研究会、12/7~12/8, 2016. 自

然科学研究機構 分子科学研究所（愛知県、岡崎市）口頭 12/8 

31. 中川公一、皆川智子、澤村大輔、原 英之，皮膚角層の CW EPR と EPR イメージング法による研

究，第 55 回電子スピンサイエンス学会年会，第 54 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集, 

p.184～185, 11/10～12, 2016. 大阪市立大学（11/11）ポスター（大阪府、大阪市）大阪市立大学 

32. 中川公一、原 英之、小川幸大、松本謙一郎，重粒子線で生じたスクロースラジカルの EPR と EPR

イメージング法による研究，第 55 回電子スピンサイエンス学会年会，第 54 回電子スピンサイエン
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ス学会年会講演要旨集, p.186～187, 11/10～12, 2016. 大阪市立大学（11/11）ポスター 

33. 中川公一、皆川智子、澤村大輔、原 英之：皮膚角層の 9 GHz ESR イメージングによる解析，日本

油化学会第 55 回年会，奈良，日本油化学会第 55 回年会講演要旨集, p. 205, 9/7～9/9, 2016.（9/8）口

頭,奈良女子大学（奈良県、奈良市） 

34. K. Nakagawa, B. Epel, “Distribution of Stable Paramagnetic Species in Apple Seeds Investigated by EPR 

and X-band EPR Imaging”, Asia Pacific EPR/ESR Symposium (APES2016), Irkutsk, Russia, 8/28-9/2, 2016. 

8/31 Oral (Irkutsk, Russia) 

35. K. Nakagawa, S. Minakawa, D. Sawamura, H. Hara, “Skin surface imaging of psoriasis vulgaris investigated 

by X-band EPR”, Asia Pacific EPR/ESR Symposium (APES2016), Irkutsk, Russia, 8/28-9/2, 2016. 8/31 

Poster  (Irkutsk, Russia) 

36. 中川公一、皆川智子、澤村大輔、原 英之:：CW EPR と EPR イメージング法による皮膚角層の研究、

第 20 回 ESR フォーラム研究会、要旨集 p. 36, 7/16, 2016. (兵庫県神戸市、神戸大学) ポスター   

37. 中川公一・Boris Epel、CW EPR と EPR イメージング法によるリンゴの種子の研究、第 20 回 ESR

フォーラム研究会、要旨集 pp. 26-26, 7/16, 2016. (兵庫県神戸市、神戸大学) 口頭   

38. Kouichi Nakagawa, Satoko Minakawa, Daisuke Sawamura, Hideyuki Hara, “Skin surface imaging of 

psoriasis vulgaris investigated by X-band EPR,” The 49th Annual International Meeting of the ESR 

spectroscopy Group of the Royal Society of Chemistry, Colchester, England, 2016. 4/2-4/7 

39. 中川公一： X-band EPR イメージング法によるヒト皮膚角層疾患の解析, 分離機能とセンシング機

能の化学セミナー, 東北大学金属材料研究所, 2016. (3/12) （宮城県、仙台市）依頼講演 

 

 

2015 
40. K. Nakagawa, S. Minakawa, D. Sawamura, H. Hara, “The 9 GHz EPR Imaging of Free Radicals in Various 

Materials”, 7th Biennial Meeting of Society for Free Radical Research-Asia (SFRR-Asia 2015), Chiang Mai, 

Thailand. November 29 - December 2, 2015. Invited Lecture (11/30) 

41. K. Nakagawa, S. Minakawa, D. Sawamura, H. Hara, “Skin imaging of psoriasis vulgaris using electron 

paramagnetic resonance spin-probe”, 6
th
 Asian Conference on Colloid and Interface Science (ACCIS 2015 

Japan), November 24-26, Arcus Sasebo, Sasebo, Japan. (11/24) 

42. 中川公一、皆川智子、澤村大輔、原 英之，CW EPR と EPR イメージング法による皮膚角層の研

究，第 54 回電子スピンサイエンス学会年会，SEST2015，第 54 回電子スピンサイエンス学会年会

講演要旨集, p. 38～39, 11/24～26, 2015. 新潟コンベンションセンター（11/03）口頭発表 

43. 中川公一、原 英之、松本謙一郎，CW EPR と EPR イメージング法による重粒子線で生じたスク

ロースラジカルの研究，第 54 回電子スピンサイエンス学会年会，SEST2015，第 54 回電子スピン

サイエンス学会年会講演要旨集, p. 38～39, 11/24～26, 2015. 新潟コンベンションセンター（11/04）

ポスター 

44. 原英之、中川公一：X-band イメージングによる食品中のラジカル分布の研究、第 54 回電子スピン

サイエンス学会年会，SEST2015，第 54 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集, p. 38～39, 

11/24～26, 2015. 新潟コンベンションセンター（11/04）ポスター 

45. Kouichi Nakagawa, “An innovative 9 GHz EPR surface detection method - its application to non-invasive 

human fingers and nails investigation”, BIODOSE 2015,10/6~10/9, Dartmouth College, Hanover, New 

Hampshire, USA (Hanover Hotel, 10/8, 2015) Oral 

46. 中川公一、皆川智子、澤村大輔：皮膚角層のイメージングに関する EPR/ESR 研究，日本油化学会

第 54 回年会，名古屋，日本油化学会第 54 回年会講演要旨集, p. 181, 9/8～10, 2015.（9/9）口頭 名

城大学（愛知県、名古屋市） 

47. 中川公一, 原 英之, 松本謙一郎 : 重粒子線照射で生ずるスクロースラジカルの CW EPR と EPR

イメージン法による研究, 平成 27 年度 化学系学協会東北大会、弘前市、(発表 13 日) 2015、9/12-13 

(9/13) 要旨集 p. 140, Poster 弘前大学理工学部（青森県、弘前市） 

48. K. Nakagawa, Hideyuki Hara, Ken-ichiro Matsumoto, “Distributions of C-ion and X–ray Induced Sucrose 

Radicals Investigated by CW EPR and 9 GHz EPR Imaging,” Snowbird, Utah, 57th ANNUAL ROCKY 

MOUNTAIN CONFERENCE ON MAGNETIC RESONANCE, Snowbird, Utah, USA. 55th ANNUAL 

ROCKY MOUNTAIN CONFERENCE ON MAGNETIC RESONANCE, FINAL PROGRAM AND 

ABSTRACTS, p. 67, 7/26-7/31, 2015. (7/27) Poster  
49. K. Nakagawa, S. Minakawa, D. Sawamura, H. Hara, “Skin Structure of Psoriasis Vulgaris Investigated by 

CW EPR and 9 GHz EPR Imaging,” Snowbird, Utah, 57th ANNUAL ROCKY MOUNTAIN 



 
K. Nakagawa 

 17 

CONFERENCE ON MAGNETIC RESONANCE, Snowbird, Utah, USA. 55th ANNUAL ROCKY 

MOUNTAIN CONFERENCE ON MAGNETIC RESONANCE, FINAL PROGRAM AND ABSTRACTS, p. 

43, 7/26-7/31, 2015. (7/29) Oral  

50. Hideyuki Hara, Kouichi Nakagawa, “Investigation of radical distribution in foodstuffs by X-band ESR 

imaging”, Snowbird, Utah, 57th ANNUAL ROCKY MOUNTAIN CONFERENCE ON MAGNETIC 

RESONANCE, Snowbird, Utah, USA. 55th ANNUAL ROCKY MOUNTAIN CONFERENCE ON 

MAGNETIC RESONANCE, FINAL PROGRAM AND ABSTRACTS, p. 57 7/26-7/31, 2015. (7/27) Poster 

51. 中川公一、電子スピン共鳴法による皮膚角層の研究、第 19 回 ESR フォーラム研究会、特別講演、

7/24, 2015, 東京工業大学 (東京都、目黒区) 

52. Hideyuki Hara, Kouichi Nakagawa, “X-band ESR imaging for foodstuffs”, The 2nd Awaji International 

Workshop on Electron Spin Science and Technology: Biological and Material Science oriented Application 

(3rd AWEST 2015) 6/15-17, 2015. Poster 6/17, Awaji Yumebutai International Conference Center, Awaji 

Island, Hyogo, Japan, AWEST, (2015). Invited Lecture 

53. Kouichi Nakagawa, Hideyuki Hara, “Locations of Heavy-ion Induced Sucrose Radicals Investigated Using 

CW EPR and 9 GHz EPR Imaging,” 15th International Congress of Radiation Research (ICRR2015), Kyoto, 

5/25–5/29, 2015, 京都国際会館（Kyoto, Kyoto）5/28 

54. Kouichi Nakagawa, Ken Kobukai, and Yuzuru Sato, “EPR Investigation of Sucrose Radicals Produced by 

Low Doses of X-ray Irradiation,” 15th International Congress of Radiation Research (ICRR2015), Kyoto, 

5/25–5/29, 2015, 京都国際会館（Kyoto, Kyoto）5/28 

55. 中川公一、皆川智子、澤村大輔、原 英之：CW EPR と 9 GHz EPR イメージング法による皮膚画像

とその解析、第 68 回日本酸化ストレス学会学術集会，鹿児島，第 68 回日本酸化ストレス学会学

術集会プログラム・抄録集, p. 104, 6/11-12, 2015.（6/11）かごしま県民交流センター（鹿児島県、

鹿児島市）6/11 

56. 中川公一、原 英之、松本謙一郎：重粒子線照射で生ずるスクロースラジカルの ESR イメージング

による画像化、平成 26 年度 HIMAC 共同利用研究成果発表会, 千葉, 14H340, pp. 383-385, 2015. 

4/20-21 ポートプラザ千葉（千葉県、千葉市中央区） 

 

2014 年 

57. K. Nakagawa, “Effects of 0.10-10 Gy X-ray Irradiation on Eggshell Radical Production,” The 9th Asia 

Pacific EPR/ESR Symposium (APES2014), Nara, Japan, 11/11-11/15, 2014. (13, Oral) Nara Culture 

Center 
58. K. Nakagawa, “EPR Spin Probe Investigation of Surface Structure Analyses of Skin,” The 9th Asia Pacific 

EPR/ESR Symposium (APES2014), Nara, Japan, 11/11-11/15, 2014. (13, Poster)  Nara Culture Center 

59. 中川公一、皆川智子、澤村大輔：電子スピン共鳴(ESR)法による皮膚乾癬の研究、第 78 回日本皮

膚科学会東部支部学術大会、青森市 10/4 – 10/5, 2014. 10/4 Oral  ホテル青森（青森県、青森市） 

60. 川村優太、中川公一、皆川智子、澤村大輔：電子スピン共鳴(ESR)法を用いた乾癬の角層構造の薬

効に関する研究、第 78 回日本皮膚科学会東部支部学術大会、青森市 10/4 – 10/5, 2014. 10/4 Poster  

ホテル青森（青森県、青森市） 

61. 中川公一, 佐藤 譲, 小武海 拳: 低線量 X-線照射で生ずるスクロースラジカルの ESR 法の研究, 

平成 26 年度 化学系学協会東北大会、米沢市、(発表 19 日) 2014、9/19-20 (9/19) Poster 山形大学

工学部（山形県、米沢市） 

62. Kouichi Nakagawa and Boris Epel, “EPR Imaging determines locations of radical species in black pepper 

seeds,” 1
st
 Asian Conference on Oleo Science, p. 140, Sapporo, September, 7-10 (2014) Oral 9/10 Royton 

Sapporo, Hokkaido, Sapporo city 

63. 中川公一、皆川智子、澤村大輔：ESR-スピンプローブ法による皮膚角層の構造に関する研究，日本

油化学会第 53 回年会，札幌，日本油化学会第 53 回年会講演要旨集, p. 108, 9/10～11, 2014.（9/10）

ポスター ロイトン札幌（北海道、札幌市） 

64. Kouichi Nakagawa, “Detection and Analyses of Structural Changes of Various Stratum Corneum,” The 3rd 

International Conference and Exhibition on Cosmetology & Trichology, p. 61, Las Vegas, USA, July 22 

(21-23) (2014) Invited Oral  

65. Kouichi Nakagawa, Satoko Minakawa, and Daisuke Sawamura, “Electron Paramagnetic Resonance (EPR) 

Investigation of Skin Structure of Psoriasis Vulgaris,” The 3rd International Conference and Exhibition on 
Cosmetology & Trichology, p. 78, Las Vegas, USA, July 22, 2014. Poster 

66. K. Nakagawa, “Effects of Low Dose X-ray Irradiation (0.10-10 Gy) of Eggshells on Radical Production,” 
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3PM-7, p. 42, The 2nd Awaji International Workshop on Electron Spin Science and Technology: Biological 

and Material Science oriented Application (2nd AWEST 2014) 6/15-17, 2014. Oral 6/17 Awaji Yumebutai 

International Conference Center, Awaji Island, Hyogo, Japan. Invited Lecture 

67. K. Nakagawa, S. Minakawa, and D. Sawamura, “EPR Spin Probe Investigation of Skin Structure,” P-8, p. 60, 

The 2nd Awaji International Workshop on Electron Spin Science and Technology: Biological and Material 

Science oriented Application (2nd AWEST 2014) 6/15-17, 2014. Awaji Island, Hyogo, Japan. 6/16 Awaji 

Yumebutai International Conference Center, Poster 

68. 箱田優也, 田中佳祐, 油井研一, 酒井健一, 酒井秀樹, 阿部正彦, 橋本悟, 中川公一, 坂本一民, 角

層細胞間脂質モデルの構造と特性, 第 39 回日本香粧品学会, p. 23, 東京都, 6/5-6/6, 2014.口頭(6/6)  

有楽町朝日ホール（東京都、千代田区） 

69. 中川公一, 9 GHz ESR 法による皮膚疾患と皮膚の構造解析, 第 74 回分析化学討論会, p. 162, 郡山, 

5/24-25, 2014. ポスター 5/24 日本大学工学部（福島県、郡山市） 

70. Kouichi Nakagawa, Satoko Minakawa, and Daisuke Sawamura, “Structure and Dynamics of Spin Probes in 

Intercellar Lipids of Skin,” 17th Biennial Meeting of Society for Free Radical Research International 

(SFRRI 2014), p 70, Kyoto International Conference Center, Kyoto, 3/23-26, 2014. 3/26 Poster 

 

2013 年 

71. 中川公一, 9 GHz EPR イメージング法の医科学への応用：皮膚疾患と皮膚構造の解析, 分子研研究

会「先端スピン計測技術による分子性物質研究の現状と展望」, p. 14, , 12/18-19, 2013. Oral 12/18 自

然科学研究機構 分子科学研究所（愛知県、岡崎市） 

72. 中川公一, ESR 法による皮膚角層脂質の構造解析, 分析化学と化学分析の青森フォーラム 2013, p. 4, 

弘前, 11/28, 2013. Oral (依頼講演) 

73. 中川公一、皆川智子、澤村大輔，EPR-スピンプローブ法による乾癬の皮膚構造の研究，第 52 回電

子スピンサイエンス学会年会，SEST2013 第 52 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集, p.38

～39, 10/24～26, 2013. 大宮ソニックシティ（10/24）口頭発表 

74. 中川公一、佐藤譲、高橋拓斗，スクロースへの低線量 X-線と重粒子線照射で生ずるラジカルの EPR

解析，第 52 回電子スピンサイエンス学会年会，SEST2013 第 52 回電子スピンサイエンス学会年会

講演要旨集 pp. 174～175，10/24～26, 2013. 大宮ソニックシティ（10/25）ポスター発表 

75. Kouichi Nakagawa, Satoko Minakawa, Daisuke Sawamura,“9 GHz EPR INVESTIGATION OF SKIN 

STRUCTURE OF PSORIASIS VULGARIS,” 2013 Biennial Meeting of Society for Free Radical Research 

Asia, Biennial Meeting of Society for Free Radical Research Asia, Program Book p142, 10/16-19, Tao-Yuan, 

Taiwan, 2013 (10/17) Poster 

76. Y. Sato, T. Takahashi, K. Kobukai, and K. Nakagawa, “Low dose dependence of sucrose radical generation,” 

The 5
th
 International Symposium on Radiation Emergency, p. 16, 10/19/2013, Aomori, Japan. Poster 

77. Kouichi Nakagawa, Ken Kobukai, Yuzuru Sato, Takuto Takhashi, “ESR Investigation of Sucrose Radicals 

Produced by Low Dose X-ray Irradiation,”International Symposium for the 70
th
 Anniversary of the Tohoku 

Branch of the Chemical Society of Japan, p. 273, 9/28～30, Tohoku University, Sendai, Japan. 2013. (9/28) 

ポスター発表  

78. 中川公一、皆川智子、澤村大輔，ESR 法による皮膚乾癬の皮膚構造に関する研究，日本油化学会第

52 回年会，仙台，日本油化学会第 52 回年会講演要旨集, p. 191, 9/3～5, 2013. 東北大学（9/5）口頭

発表 

79. K. Nakagawa, K. Kobukai, Y. Sato, T. Takahashi, “Sucrose Radicals Induced by Low Dose Irradiation with 

X-ray,” 55th ANNUAL ROCKY MOUNTAIN CONFERENCE ON MAGNETIC RESONANCE, Denver, 

Colorado, USA. 55th ANNUAL ROCKY MOUNTAIN CONFERENCE ON MAGNETIC RESONANCE, 

FINAL PROGRAM AND ABSTRACTS p. 49, 7/28-8/1, 2013. (7/31) Poster 

80. K. Nakagawa, S. Minakawa, D. Sawamura, “Skin Structure of Psoriasis Vulgaris Investigated by EPR 

Spin-Probe Method,” 55th ANNUAL ROCKY MOUNTAIN CONFERENCE ON MAGNETIC 

RESONANCE, Denver, Colorado, USA. 55th ANNUAL ROCKY MOUNTAIN CONFERENCE ON 

MAGNETIC RESONANCE, FINAL PROGRAM AND ABSTRACTS p. 33, 7/28-8/1, 2013. (8/1) Oral. 

81. K. Nakagawa, S. Minakawa, and D. Sawamura, “9 GHz EPR Investigation of Skin Surface,” 3AM-4, p. 30, 

The 1
st
 Awaji International Workshop on Electron Spin Science and Technology: Biological and Material 

Science oriented Application (1
st
 AWEST 2013) 6/18-19, 2013. Awaji Island, Kobe, Japan. Invited Lecture 

82. 中川公一、皆川智子、澤村大輔, ”尋常性乾癬の ESR 法による構造的解析”，第 66 回日本酸化スト

レス学会学術集会，名古屋，第 66 回日本酸化ストレス学会学術集会プログラム・抄録集, p.93, 
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6/13-14, 2013.ウインクあいち（6/13）ポスター 

2012 
83. K. Nakagawa, Y. Ohba, “Skin Lipid Structure Investigated by EPR Spin-probe Method and a Possible 

EPR-Imaging Application, World Congress on Oleo Sicence and 29
th
 ISF Congress, Sasebo, Nagasaki, O-46, 

9/30-10/4 (10/1), 2012. Oral. 

84. 中川公一、濱欠慎司、皆川智子、澤村大輔 EPR 法による皮膚乾癬の研究、第 51 回電子スピンサ

イエンス学会年会, 札幌, 第 51 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集. 82-83, 2012. 

11/1-3 (11/2)Oral  

85. 小武海 拳、中務 孝一、弘中 輝、中川公一：さまざまなスクロースへの重粒子線と X-線照射で

生ずるラジカルの EPR 解析、第 51回電子スピンサイエンス学会年会, 札幌, 第 51回電子スピンサ

イエンス学会年会講演要旨集. 192-193, 2012. 11/1-3 (11/2)Poster 

86. 中川公一、濱欠慎司、皆川智子、澤村大輔 EPR 法による皮膚乾癬の研究、第 51 回電子スピンサ

イエンス学会年会, 札幌, 第 51 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集. 82-83, 2012. 

11/1-3 (11/2)Oral 

87. 中川公一、小武海 拳、放射線照射で生ずるスクロースラジカルの EPR 法による研究、平成 24 年

度 化学系学協会東北大会、秋田市、(発表 16日) 2012、9/15-16 (9/16) Poster 

88. 中川公一、大庭裕範、Boris Epel、平田 拓：皮膜用 9 GHz ESR イメージング装置の試作、第 65

回日本酸化ストレス学会学術集会、徳島市、2012. 6/7-8, (6/7) Oral 

89. 小武海 拳、中務 孝一、弘中 輝、中川公一：さまざまなスクロースへの重粒子線と X-線照射で

生ずるラジカルの EPR 解析、第 51回電子スピンサイエンス学会年会, 札幌, 第 51回電子スピンサ

イエンス学会年会講演要旨集. 192-193, 2012. 11/1-3 (11/2) Poster 
90. Kouichi Nakagawa, Yasunori Ohba, Boris Epel,

 
and Hitoshi Hirata, “A 9 GHz EPR imager for thin materials, 

such as skin,” The 8th Asia Pacific EPR/ESR Symposium (APES2012), Beijing, China, 10/11-10/15 (13 

IL-19), 2012. Invited Lecture 
91. K. Nakagawa, K. Kobukai, K. Nakatsukasa, and A. Hironaka, “EPR Investigation of Sucrose Radicals 

Produced by X-ray and Heavy-ion Irradiations, The 8th Asia Pacific EPR/ESR Symposium (APES2012), 

Beijing, China, 10/11-10/15 (13, poster), 2012.  
92. K. Nakagawa, Y. Ohba, “Skin Lipid Structure Investigated by EPR Spin-probe Method and a Possible 

EPR-Imaging Application, World Congress on Oleo Sicence and 29
th
 ISF Congress, Sasebo, Nagasaki, O-46, 

9/30-10/4 (10/1), 2012. Oral 
93. Kouichi Nakagawa, Yasunori Ohba, Boris Epel,

 
and Hitoshi Hirata, “A 9 GHz EPR Imager: A Possible 

Application to Skin,” The 2
nd

 International Symposium on Electron Spin Science (ISESS 2012), Sendai, p. 

76, 7/23-7/25 (25), 2012. Oral 
94. 中川公一、濱欠慎司、皆川智子、澤村大輔 EPR 法による皮膚乾癬の研究、第 51 回電子スピンサ

イエンス学会年会, 札幌, 第 51 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集. 82-83, 2012. 

11/1-3 (11/2)Oral 

95. 中川公一、小武海 拳、放射線照射で生ずるスクロースラジカルの EPR 法による研究、平成 24 年

度 化学系学協会東北大会、秋田市、(発表 16日) 2012、9/15-16 (9/16) Poster 

96. 中川公一、大庭裕範、Boris Epel、平田 拓：皮膜用 9 GHz ESR イメージング装置の試作、第 65

回日本酸化ストレス学会学術集会、徳島市、2012. 6/7-8, (6/7)Oral 

2011 

97. K. Nakagawa and S. Hamakake, “Structural Investigation of Stratum Corneum Lipid Using Electron 

Paramagnetic Resonance,” 34
th

 International EPR Symposium (The 53rd Rocky Mountain Conference on 

Analytical Chemistry), p. 30, Aspen, Colorado, USA, 2011. 7/27 (O) (July 24-28, 2011) Oral 

98. Kouichi Nakagawa, “EPR Investigation of Sucrose and L-Alanine Radicals Produced by Various 

Irradiations,” 34
th
 International EPR Symposium (The 53rd Rocky Mountain Conference on Analytical 

Chemistry), p. 43, Aspen, Colorado, USA, 2011. 7/26 (P) (July 24-28, 2011) 

99. 谷親一郎，岩本慎平，宮園圭大郎，中川公一, 末石芳巳：ESR スピンプローブ法による Triglyceride

および Phosphatidylcholine から成る二重膜の微視的性質の解明, 第 50 回電子スピンサイエンス

学会年会, 仙台, 第 50 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集. 84-85, 2011. 11/16 Oral 

100. 中川公一, 安西和紀: EPR スピンプローブ法による皮膚角層の研究：テルペンの効果, 第 50 回電
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子スピンサイエンス学会年会, 仙台, 第 50 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集. pp. 

258-259, 2011. 11/18 Oral 

101. 中川公一: 放射線照射で生ずるスクロースとアラニンのラジカルの EPR 法による研究, 第 50 回電

子スピンサイエンス学会年会, 仙台, 第 50 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集. pp. 

56-57, 2011. 11/16 ポスター 

102. 中川公一, 安西和紀: EPR(電子常磁性共鳴)法による脂質プローブの皮膚角層へのテルペンの影響. 

第63回コロイドおよび界面化学討論会, 京都. 第63回コロイドおよび界面化学討論会講演要旨集. 

133, 2011. 9/8  
 

2010 

103. Kouichi Nakagawa and Kazunori Anzai, “Investigation of Radical-Production Cross Sections for Sucrose 

and L-Alanine Irradiated by X-ray and Heavy-ion,” The 7th Asia-Pacific EPR/ESR Symposium, p. 132, Jeju 

Island, South Korea, 2010. 10/11 Poster 

104. Kouichi Nakagawa and Kazunori Anzai, “Elucidated Lipid Structure of Stratum Corneum Investigated by a 

Slow-Tumbling Simulation for Electron Paramagnetic Resonance,” The 7th Asia-Pacific EPR/ESR 

Symposium, p. 113, Jeju Island, South Korea, 2010. 10/14 Invited Lecture 

105. Kouichi Nakagawa, “Structural Investigation of Stratum Corneum Lipid by Electron Paramagnetic 

Resonance,” The 101th AOCS Annual Meeting and Expo, p. 11, Phoenix, Arizona, 2010. 5/19 Oral 

106. 中川公一, 佐藤友香、錫谷達夫: 未熟桃果実に含まれるセラミド等の皮膚角層に及ぼす効果. 第

49回電子スピンサイエンス学会年会, 名古屋. 第 49回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集. 

246-247, 2010. 11/13 

107. 中川公一,大庭裕範、平田拓、松本謙一郎、山内清語: 9 GHz EPR イメージング装置の試作. 第 49

回電子スピンサイエンス学会年会, 名古屋. 第 49 回電子スピンサイエンス学会年会講演要旨集. 
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Derivatives in SDS Micellar Solution,  Presented at the 2nd Sendai Symposium on Advanced EPR, Sendai, 

Japan (1997). 

189. 中川公一, D. Marutino, H. van Willigen: アルキル直鎖をもつフェノチアジンの光イオン化で生ず

る水和電子の挙動. 東京, 日本化学会第 72 春季年会議演予稿集 I, 55, 1997. 

190. 勝木明夫, 中川公一, 手老省三: フェノチアジン/SDS ミセル系の光励起で生成する水和電子のダ

イナミックス. 東京, 日本化学会第 72 春季年会講演予稿集 I, 211, 1997. 

191. 中川公一, D. Marutino, H. van Willigen, 土橋宣昭: フェノチアジンおよびアルキルフェノチアジ

ンの光イオン化で生ずる水和電子の生成初期過程. 福岡, 第 36 回 ESR 討論会講演要旨集, 48-49, 
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192. 高橋清明, 中川公一, 守山忠勝, 三浦裕, 吉田浩: 脳脊髄液および血清中アスコルビン酸とそのラ

ジカルの研究. 宇都宮, 第 44 回日本臨床病理学会総会(補冊), 94, 1997. 

193. 中川公一, 森修一, 佐野睦, 村上健, 古澤佳也: アスコルビン酸培養 N―BM 酵母への重粒子照射

の影響. 盛岡, 化学系 7 学協会連合東北地方大会, 110, 1997. 

1996 

194. 中川公一, 勝木明夫, 手老省三, C.A. Steren, H. van Willlgen, 土橋宣昭: 水和電子生成系ミセル液

に対するアルコール添加の効果. 東京, 日本化学会第 70 春季年会講演予稿集 II, 927, 1996. 
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Symposium of the 32nd Rocky Mountain Conference, Denver, Colorado, USA (1990). 
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Accompanying Laser Ablation and Ultrasound Disruption of Cardiovascular Tissue," Presented at the 
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the Caudate-Putamen after Subchronic Parenteral Haloperidol in Rats, Demonstrated by Electron Spin 

Resonance (ESR) Spectroscopy," Presented at International Conference on Bioradicals Detected by ESR 
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246. K. Nakagawa and N. S. Dalal, "Unusual Temperature Dependence of Hyperfine and Zeeman Interaction 
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外部資金獲得状況 
(代表者) 

1. H10 – H12 年度 文部省研究補助金（基盤研究(C)(2)）180 万円（代表者）「ミセル捕捉環境場で

のキノン化合物による電子捕捉に関する研究」 

2. H19 – H20 年度 日本学術振興会 JSPS 科学研究補助金（基盤研究（C））210 万円(代表者)「非

侵襲的 ESR スピンプローブ法による皮膚角層脂質の状態評価」 

3. H21 – H23 年度 日本学術振興会 JSPS 科学研究補助金（基盤研究（C））340 万円（代表者）「電

子スピン共鳴計測による皮膚角層の階層的複合構造の画像評価」 

4. H24 – H26 年度 日本学術振興会 JSPS 科学研究補助金（挑戦的萌芽研究： 24650247 （代

表者）「皮膚疾患に見られる角層の機能異常の検出とその識別化」 

5. H25 – H27 年度 日本学術振興会 JSPS 基盤研究(B) 1200 万円 25282124（代表者）「皮膚疾

患判定を格段に進展させる ESR イメージング法の構築」  

6. H27 – H29 年度日本学術振興会 JSPS 挑戦的萌芽研究 280 万円 15K12499（代表者）「皮膚角

層疾患の予知を可能にする表面検出法の開発」   

7. H30 (2018)– H32 年度 (2018-2020) 日本学術振興会 JSPS 挑戦的研究(萌芽) 4900 千円 

15K12499（代表者）「皮膚疾患を非侵襲に感知するための誘電体検出器の研究開発」

(Challenging research) 

 

(その他) 

8. H08 – H10 年度 科学技術庁放射線医学総合研究所(共同利用研究) 実験消耗品・旅費支給 (代表

者)「重粒子線照射のアスコルビン酸(ビタミン C)への影響」 

9. H08 – H09 年度 財団法人福島県医学振興会 （海外研究）50 万円（代表者）「脳脊髄液中のア

スコルビン酸の抗酸化と酸化効果における実験及び理論的アプローチに関する研究」 

10. H10 – H12 年度 科学技術庁放射線医学総合研究所（共同利用研究）実験消耗品・旅費支給（代

表者）「スクロースラジカル生成における重粒子線照射の効果」 

11. H13 – H15 独立行政法人放射線医学総合研究所（共同利用研究）実験消耗品・旅費支給（代表

者）「重粒子線で生ずる L--アラニンとスクロースのラジカルの ESR による研究」 

12. H17 – H18 年度 民間企業, 株式会社資生堂 （共同研究））110 万円（代表者）「ESR による角

層脂質流動性の測定法に関する検討」 
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13. H19 – H21 年度 独立行政法人放射線医学総合研究所（共同利用研究）実験消耗品・旅費支給（代

表者）「重粒子線照射によるスクロースと L-アラニンラジカルの生成断面積の検討」 

14. H25 – H26 年度 独立行政法人放射線医学総合研究所（共同利用研究）実験消耗品・旅費支給（代

表者）「重粒子線照射で生ずるスクロースラジカルの ESR イメージングによる画像解析」 

15. H27年度科学技術振興機構JST平成26年度第2回「研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）

探索タイプ」（代表者）AS262Z00876P 課題名：ESR イメージング法による皮膚角層の画像

化の開発 (1700 千円)  

16. H27(2015) – H29 年度(2018) 日本学術振興会 JSPS 挑戦的萌芽研究 2800 千円 15K12499

（代表者）「皮膚角層疾患の予知を可能にする表面検出法の開発」   

17. H29 年度 (2017) 物質・デバイス領域共同研究拠点(東北大学多元物質科学研究所) 基盤共同研

究「電子スピン共鳴(ESR)イメージング法で用いる表面検出型誘電体共振器の開発」(20171075) 

（代表者）90 千円 

18. H29 年度弘前大学科研費獲得支援事業「悪性黒色腫を初期に見出すための ESR 画像法の確立」

（代表者）500 千円 

19. H29 年度 科学技術振興機構(JST) 「日本・アジア青少年サイエンス交流事業(さくらサイエン

スプラン)」（代表者）「X-バンド ESR イメージング法を用いたフリーラジカルの可視化による

研究交流」2,302 千円 

20. H30 年度 物質・デバイス領域共同研究拠点(東北大学多元物質科学研究所) 基盤共同研究 「非

侵襲型電子スピン共鳴(ESR)イメージング法で用いる誘電体検出器の開発」82 千円 

21. H31 年度 物質・デバイス領域共同研究拠点(東北大学多元物質科学研究所) 基盤共同研究 「電

子スピン共鳴(ESR)イメージング法に用いる皮膚用誘電体検出器の開発」80 千円 

 

 

(分担者) 

22. H06 – H07 年度 文部省研究補助金（一般研究（C））1900 千円（分担者） 

「遅発性ジスキネギアの発症要因としての脳内鉄イオンの挙動に関する研究」 

23. H06 – H07 年度 科学技術庁放射線医学総合研究所(共同利用研究) 実験消耗品・旅費支給 (分担

者)「重粒子線の照射初期過程における時間分解 ESR イメージングによる研究」 

24. H08 年度 文部省国際学術研究（共同研究） 2700 千円（分担者）「FT-ESR による光化学反応

初期過程の研究」 

25. H21 年度 経済産業省中小企業庁 ものづくり中小企業製品開発等支援補助金（実証等支援

事業）2500 千円（分担者）「未熟果実の皮膚バリアー機能に及ぼす効果」 

26. 第 35 回日本女医会学術研究助成 平成 27 年度(2015 年) 300 千円 研究課題 「乾癬患者にお

ける電子スピン共鳴(ESR)測定による治療効果と治療満足度の検討」共同研究者（分担者） 
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その他 社会貢献 
 

1. 平成 24(2012)年 12 月から日本分析化学会 東北支部幹事を務めている。(現在に至る) 

 

2. 日本化学会・電子スピンサイエンス学会・日本油化学会・International EPR/ESR Society・日本

酸化ストレス学会・Society for free radical research Asia などで会員として研究発表などの活動中

である。 

 

3. 学術講演会「電子スピン共鳴(ESR)法による皮膚角脂質層構造の研究」資生堂リサーチセンター、

2006 年 6 月 

 

4. セミナー講演「電子常磁性共鳴(EPR)法による皮膚計測の研究」北海道大学大学院情報科学研究科、

生体システム工学講座、2009 年 5 月 

 

5. 平成 25 年度 第 2 回油化学セミナー、企画主催担当「サビにくい体にする抗酸化食品の健康調節機

能」2013 年 8 月 23 日（金） 13:00～17:00、弘前大学 文京町キャンパス・コラボ弘大 8 階 八甲

田ホール、約 80 人全国から参加 

 

6. 青森東高等学校、保健学科入試説明会、2015 年 6 月 

 

7. 第 54 回電子スピンサイエンス学会年会 2015 年 11 月 3 日（学会 2−4 日開催、新潟コンベンション

センター）ミニシンポジューム企画担当「研究開発(R&D)に貢献する EPR/ESR 研究」全国から多

数参加 

 

8. アップルウエーブ FM 放送(78.8 MHz、弘前)「アップルカレッジ、抗酸化剤と効能解析について」、

出演、2016(平成 28)年 3 月 6 日 19:00 放送、(再放送 3 月 20 日) (2016 年) 

 

9. 日本分析化学会 東北支部幹事を務めている。(2012 年から現在に至る) 

 

10. 学術論文の審査(Photobiology and Photochemistry, J. Physical Chemistry, Spectochimica Acta A, 

Radiation and Isotope, etc.)  
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